








要約:血友病 B保因者妊婦 6例の 11 胎児について出生前診断を行った。まず,胎児の性別診

断を CVS/Y プローブ RFLP または羊水穿刺/染色体分析により行い,11 例中 4 例が女児と診

断され,妊娠を継続した。うち 2 例は予め Perooll 密度勾配法/AIH による男女生み分け例

である。男児 7 例のうち 3 例は出生前診断を行うことなく人工妊娠中絶された。4 例中 2

例は胎児血採血により血友病と診断され,中絶された。2 例は非血友病と診断され,妊娠を

継続した。うち 1例は出生後正常と確認されたが,残る 1例は血友病 Bであった。 


